
㈱幼保経営サービス　コンサルティング部では、法人・園の経営・運営の悩み事に対応しています。
チャイルドグループの各事業部のノウハウをQ&A形式でお届けします。

園の設備を充実させたいけど、
多額の支払いには不安があります。
何かいい方法はありませんか？Q A こんなときこそ、リース活用がおすすめです。

少子化時代を乗り切るためのリース活用

事業部紹介

チャイルドグループのリース会社として、 全国約 4,000 園とリース取引有り。

遊具、 事務機器だけでなく、 ICT 化に向けたシステム投資、 防犯カメラ設置など、 園のあらゆる設備投資をリース

取引で強力にバックアップします。

株式会社三恭・リース事業部

コンサルティング部　 ディレクター  東京弁護士会所属　柴田 洋平　（弁護士・保育士）

yohokeiei_consulting@child.co.jp03-6915-1910TEL

HP

Email

https://www.ans.co.jp/youho/consult.html

 「リース取引」とは

・設備はリース会社が購入します。園はリース料をリース会社に

支払うことにより、リース期間中、設備を使用することが出来ます。

 「具体例」

購入価格 3,000,000 円（税込）の遊具を 7 年リース（リース料率

1.63%）で導入した場合毎月のリース料支払額 48,900円

 「リース活用のメリット」

・手元の資金を一時に減らすことなく、毎月一定額のリース料を

支払うことで設備を導入することが出来ます。

・新たに借入をするより、比較的、

審査にかかる事務負担（書類の

用意など）が軽減されます。

・防犯カメラと設置工事費用など、

 設備一式としてリース取引を

組むことも可能です。

　子どもの数が減って収入が減少しています。

園児を確保するために選ばれる園になるには、

園の環境を整えたいのですが、

物価や光熱費も上がっていて

資金面がとても不安です。

手元のお金を減らさずに、設備

投資する方法はありませんか？

https://www.ans.co.jp/youho/consult.html

